
1 研究背景 

1.1 社会資本整備事業における住民参加の必要性 

社会資本整備は，近年の厳しい財政状況，少子高齢
化の進展や国民意識の多様化を背景に，より効率的で
透明性の高い執行が求められており，国民とのコミュ
ニケーションを図りながら結果及びプロセスの満足度
を高めることが必要となっている1)．  

1.2 合意形成における課題 

社会資本整備事業において，行政，住民，関係者な
ど，ステークホルダー間のコミュニケーションが求め
られている一方で，厳しい財政状況やニーズの多様化
が背景となり，合意形成プロセスで対立が発生し，事
業が難航することや，実現に至らないことも多くある．
国土交通省の調査2)によると，道路空間の再構築の検
討・実施に当たって苦労した点，課題，断念した理由
として最も多くあげられたのが「地元との合意形成」
であった． 行政が中心となって方向性・計画案を検討
し，最終段階で住民説明を行っていたことが，住民の
合意が得られなかった原因として考えられている． 

1.3 関係者との合意形成に向けた取り組み 

国土交通省では，多様なニーズに対応するため，行
政と住民が一体となって合意形成を行う協働体制の構
築を目指した取り組みを行っている2)．体制づくりの
留意事項として，目的の共有，リスクの分担，管理運
営も含めた体制作り，評価手法，効果計測方法の共有，
情報収集，提供の仕組みが挙げられている． 

国土技術政策総合研究所(国総研)は，2007年に「社
会資本整備における住民とのコミュニケーションに関
するガイドブック」を発表し，行政と住民のコミュニ
ケーションに関わるトラブル予防を目的に，様々な事
業分野における既往研究，全国の直轄事務所棟の担当
者個人に経験として蓄積されている知見等を踏まえ，
手続き実施者として事業分野横断的に最低限必要な知
識や技術を提供している1)． 

2 先行研究 

2.1 社会資本整備の合意形成の概念整理 

 山口 (2005)は，社会資本整備事業について，その事

業特性を軸に整理を行った 3)．合意形成手法との係わ

りから，その適用性を考察し，「利害関係者の構造」

「事業の影響範囲」を見出した(図 1)． 

2.2 合意形成プロセスに影響を与える要因 

二宮(2005)は，事業特性の異なる3つの道路整備事業
の実態を調査し，合意形成プロセスに与える要因につ
いて考察した4)．道路整備の事業特性は，受益者と負
担者の利害関係から3つのジレンマタイプ(①受益者と
負担者が異なるタイプ，②受益者の一部が負担者であ
るタイプ，③受益者と負担者が一致するタイプ)に特徴
づけられ，タイプごとに異なる合意形成形態が生じる
ことが明らかとなった．事業予算，地域特性，法令規
定も合意形成プロセスに影響を与える要因となること
が示された．また，合意形成は段階的かつ連続的であ
り，そのプロセスは3つの道路事業に共通していたこと
を示した． 

2.3 合意形成プロセスのドラマ理論的分析 

二宮(2006)は，合意形成プロセスに内包する問題と
その発生メカニズムの分析を目的とした理論モデルを
提案し，その有効性を検証した5)．ゲーム理論モデル
を用いた事例研究から導出された，①関与主体の不完
全な合理性，②認識されたゲームの変更可能性，③段
階的かつシステム的特性という要求性能を実装化する
ためにドラマ理論の援用を試み，その理論モデルを用
いて事例研究を行った結果，合意形成プロセスにおけ
る特性や問題発生メカニズムが理論的に考察可能とな
り，分析ツールとしての有効性とその利用による問題
解決アプローチへの可能性が示された． 
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図 1: 事業特性による整理イメージ 



2.4 エージェントベースモデルを用いた水資源管理の

コンフリクト解決モデル 

 Darbandsari, Kerachian, Estalaki & Khorasani(2020)は，
エージェントベースのモデリングアプローチに基づく
コンフリクト解決モデルを導入し，ステークホルダー
の行動をシミュレーションすることで，水資源管理政
策の評価を行った6)．また，イランのテヘラン西部の
事例に適用することで，社会経済的・環境的な問題を
抱える複雑な共有水資源システムのモデル化と管理に
おける方法論の適用性と効率性が示された． 

3 研究目的 

山口ほか(2005)によると，社会資本整備事業は，「利
害関係者の構造」「事業の影響範囲」の2軸で特徴づけ
られるが，二宮(2006); Darbandsari et al.(2020)が提案し
たモデルは，道路整備事業，水資源管理事業等，特定
の事業を対象としたものである．また，二宮(2005)は
「利害関係者の構造」のみに着目しており，「事業の
影響範囲」には言及していない．本研究では，ドラマ
理論，エージェントベースモデリングを用いて，社会
資本整備事業における合意形成プロセスのモデルを構
築し，「利害関係者の構造」「事業の影響範囲」の関
係による合意形成プロセスの特徴を分析することを目
的とする．また，ゲーミングシミュレーションにより，
構築されたモデルの妥当性の検証を行う． 

4 アプローチ 

 本研究では，社会資本整備事業における合意形成プ
ロセスを複数のプレイヤーによるゲームとしてとらえ，
ドラマ理論の枠組みを用いてモデル化を行い，エージ
ェントベースシミュレーションによって合意形成プロ
セスのシミュレーションを行う．さらに，ゲーミング
シミュレーションを用いて妥当性の検証を行う． 

4.1 ドラマ理論 

ドラマ理論とは，ゲーム理論のような「合理的選択」
モデルで無視されてきた，選択にまつわる感情的な面
にスポットを当てようとする枠組みである7)．問題状
況をドラマとして眺め，危機，感情，自己実現といっ
た意思決定の「非合理な」面を取り扱おうとする．ゲ
ーム理論が意思決定主体の合理的で目標追求的な振る
舞いに論点を置いているのに対し，ドラマ理論では，
決定実行の前段階での意思決定主体の変化の様子に論
点を置いている．社会資本整備事業における合意形成
プロセスには，感情などの非合理的な面が影響を与え
るうえ，交渉を繰り返すことで意思決定主体の意見が
変わる可能性がある．そういった側面を考慮するため，
本研究ではドラマ理論を用いる． 

4.2 社会資本整備事業におけるドラマの流れ 

二宮(2006)は，道路整備事業における合意形成プロ
セスを段階的かつ連続的なドラマとして設定した(Fig. 

2)．これは，道路整備事業以外の社会資本整備事業に
共通するため，本研究でもこの流れを用いる． 

4.3 ゲーミングシミュレーション 

ゲーミングシミュレーションとは，複数の利害を異
にする主体間の交渉過程をその社会状況も含めてモデ
ル化し，そのプロセスを再現，紛争解決のための事業
者の政策，戦略等の在り方を検討する枠組みである8)．
エージェントベースシミュレーションの設定と同様の

設定でゲーミングシミュレーションを行い，構築した
モデルの妥当性検証を行う． 

5 今後の課題 

社会資本整備事業に共通する要素から，エージェン
トの特性を設定する．「利害関係者の構造」「事業の
影響範囲」をシミュレーション上の設定として表現す
る．社会資本整備事業の合意形成プロセスの事例から，
エージェントの選好の変化が起こる要因，どのように
変化するのかをモデル化する．「利害関係者の構造」
「事業の影響範囲」の組合せを変更することで，異な
る社会資本整備事業の合意形成プロセスの特性を分析
できるモデルを構築する．エージェントベースシミュ
レーションと同様の設定でゲーミングシミュレーショ
ンを行い，比較検討を行うことで，モデルの妥当性を
検証する． 
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図 2: 合意形成プロセス 


